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・児童扶養手当および特別児童扶養手当について
・あなたの地域に「通いの場」を作ってみませんか？

＼市ホームページにも市内の話題がたくさん！／　
　広報ひらかわで掲載しきれない市内
の話題は、市ホームページでも掲載し
ております。ぜひご覧ください。
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　8月12日、平川市陸上競技場で、北京五輪陸上競技4×100メートルリレーメダリストの高平慎士氏による
陸上教室が開かれました。ジュニア陸上教室は昨年、日本陸上競技連盟第４種公認の市陸上競技場のオープ
ン記念イベントとして開かれ、今年で２回目となります。当日は市内の小・中学生ら約160人が参加し、トッ
プアスリートから速く走るためのコツなど陸上競技の基礎を学びました。

トップアスリートによるジュニア陸上教室

平賀東中学校ソフトボール部
市長表敬訪問

　８月９日、平賀東中学校ソフトボール部員14人らが

市役所を訪れ、長尾市長に全国中学校ソフトボール大

会出場の報告をしました。８月４、５日に福島県で行

われた東北女子ソフトボール大会で準優勝し、２年連

続５度目の大会出場の切符を手にしました。選手を代

表して今井小葉主将が「平川市、県、東北代表として

一つでも多く勝てるよう頑張りたい」と意気込みを語

ると、長尾市長は「優勝を目指してほしい」とエール

を送りました。

碇ヶ関地域インターンシップ
　8月17日から22日の間、県内外の大学生6人がイ

ンターンシップのため碇ヶ関地域を訪れました。学生

たちは期間中「碇ヶ関ふるさとフェスティバル」の運

営補助や地域住民と交流をしながら、外からの視点・

若者目線で地域活性化策を探りました。21日の報告

会では、「マルメロの廃棄分を活用し、香水や化粧水

として商品化すべき」「たけのこ採りのデートプラン

を作るべき。食べてもおいしいし、地域住民との交流

を深めるきっかけにもなる」といった具体的な提案が

され、地域住民も興味を示していました。
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